
第 1 回東北・みやぎ復興マラソンサポートランナー報告書 

 

 

日程 ２０１７年９月３０日～１０月１日（日） 

場所 宮城県岩沼市（岩沼海緑地浜・北ブロック） 

 

 

ベストバランス院長 中村 篤史 

同行スタッフ 尾形 伊代 

同行メンバー 関ご夫妻（当院クライアント様） 

 



１．東北復興にかける思い 

 

２．サポートランナーとは  

 

３．ボランティアスケジュール 

 

４．２日間の活動を振り返って 

 

５．今後の活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１． 東北にかける思い 

 東日本大震災から 6 年半。津波に飲み込まれた東北の地で、第１

回大会が開催されるということを、我々ベストバランスグループは

クライアント様を通じて知った。いったいなぜ、今、「復興マラソ

ン」なのか。悲しみをこらえ１歩を踏み出さなければならなかった

震災直後でもなく、もっと整備が進んで便利になっているはずの数

年後でもなく、なぜ、今なのか？我々は、東北に足を運んで、その

理由を知る必要があると思いました。 

そして、我々にも何かお役に立てることがあるかもしれない。自

らも東北を走ることで、マラソンというスポーツが起こすポジティ

ブな風になって、被災地に少しでも活力をもたらしたい。被災地出

身の中村院長はそのような思いを胸に抱く。そして、スタッフ 1 名

とランニングメンバー2 名と共に被災地岩沼市を訪れました。 

 

 

 

 

 



２． サポートランナーとは 

東北・みやぎ復興マラソン 2017 では、大会を支える救護関係者

を「Team AID 」と呼び、万全な医療体制を整備。サポートランナ

ーは、参加者としてエントリーし、ランナーとして走りながら、大

会のより安全な運営のため、参加者の安全を見守り、緊急時には救

急救命活動を行う。 

（1）レースに参加しながら、周囲にケガをしている方や、体調不

良等、様子がすぐれないと思われるランナーに声がけし、無理をし

ないよう促す。 

（2）心肺停止等、緊急性を要する場合は、救命処置または最寄り

の競技役員（走路員）・医療スタッフに連絡し、救急車を要請。 

※対応後はコースに復帰し、レースを継続する。 

 

 

 

 

 

 



３． ボランティアスケジュール 

9 月３０日（土） 

７：００ ベストバランス本院出発 

７：２０ 木更津南インター入口、東京湾アクアライン首

都高速経由、常磐道 

１０：３０ サービスエリア休憩 

１２：１５ 岩沼インター出口 会場駐車場到着 

１３：３０ エキスポ会場到着（駐車場から徒歩３０分） 

      ・会場下見、復興マルシェ、受付等 

１７：００ 仙台青葉区 夕食 

２１：００ 仙台市太白区 宿チェックイン 

      ・翌日の打ち合わせ、準備 

 

１０月１日（日） 

５：４５ 宿チェックアウト 出発 

６：２０ 青葉区評定河原野球場駐車場 

     ・関ご夫妻と合流 

７：００ 岩沼市市民会館 指定駐車場到着 



８：１０ 会場行きシャトルバス出発 

８：３０ メイン会場到着 

      ・手荷物預け、整列 

９：３５ 出走（第３ウェーブ）サポートランナー開始 

サポートランナーとして走行不能ランナーへのケアー 

１５：２５ 第７関門 タイムアウト 

      ・シャトルバスでメイン会場へ 

１７：００ メイン会場到着 

      ・手荷物受取等 

１８：３０ 駐車場行きシャトルバス乗車、出発 

１９：００ 岩沼市民会館到着 

１９：３０ 名取市 スーパー銭湯極楽湯 

      ・入浴、夕食 

２１：３０ 仙台南インター入口、東北自動車道、東京湾ア

クアライン経由 

      ・途中３回ほど休憩、仮眠（１５分程度） 

３：００ ベストバランス本院到着、解散 

 



４． 2 日間の活動を振り返って 

 

  院長先生デザインのサポートランナーT シャツ（裏面） 

ベストバランス本院で

患者様の施術を担当し

て頂いた、山中先生と

細矢先生も 2 日間はお

揃いのこちらの T シ

ャツを着て応援してく

ださいました。「ホイ

ミできます。」（表面） 



 

メイン会場へと続く長くまっすぐな道路。お天気に恵まれました。 

 



 

スタートラインをバックにベストバランスグループ記念撮影！ 

 

当日はこちらのカエルの被り物でサポートラン。皆さんから「カエ

ルのホイミ頑張れー！」の温かい応援をいただきました。 

 

 



被災地の岩手県釜石市出身の中

村院長は被災地支援に対する強い

思いを胸に抱き、同じく津波の被

害を受けた宮城県岩沼市の東北・

みやぎ復興マラソンのメイン会場

を見つめていました。 

 

 



 

毎日新聞の記者さんのインタビューを受ける中村院長 

 お揃いのホイミ T シ

ャツに着替えて出走に

そなえます。カエルの

被り物は、福島のグル

ープさんから頂戴しま

した。前日に夜なべし

て作成したというハン

ドメイドのカエルキャ

ップです。 



出走に備えて続々とランナーの皆さんが集まってまいりました。 

 

出走を控えたランナーが続々。チーム、ベストバランスも！ 

 



 

１０キロを超えたあたりから、ちらほらと脚に不調をきたすラン

ナーさんの姿が確認できました。中村院長が駆け寄り、「大丈夫で

すか？」と優しく声をかけます。コールドスプレーがレースを通し

て活躍しました。 

 我々サポートランナーのリュックの中身 

・AED（2.8 キログラム）、コールドスプレー →担当：中村院長 

・キネシオテープ、はさみ、飲料水、塩飴 →担当：尾形 

 



 

サポートランナーの救護風景 

 ２０キロを超えたあたりから足が攣って走行不能になるランナー

さんが増えてきました。中村院長が整体を施し、給水と塩飴の補給

も促しました。あっという間に施術を施し、足の張りを楽にしてし

まう姿が印象的でした。持参のコールドスプレーも大活躍。 



 

前を見て頑張り続けることの意味を全身で感じることが出来ました

「初めてのサポートランナー。フルマラソン自体が完走未経験の私

に、同行の機会を与えてくださった院長先生のご期待に絶対に応え

たいという強い気持ちが走る糧になりました。院長先生のランナー

救護の勇姿に整体師としての志を更に強めました。」（尾形） 

 

３０キロを超えると走行不能で立ち止まるランナーが一気に増え

て、院長先生は見つける度に駆け寄り励ましながらケアーを行いま



した。後半になると、撮影担当の尾形に余裕がなくサポート風景を

カメラに収められなかったことが反省として残りました。一緒に走

ったベストバランスメンバーの皆様から、「救護の様子、何度も見

ましたよ！」と言っていただいたことが本当に嬉しかったです。 

 

 

チームベストバランスの皆様と記念撮影。 

右から、関ご夫妻、新井さん、新井さんご友人、中村院長、尾形 

 



５． 今後の活動予定 

 

・１２月ホノルルマラソンＥＸＰＯ会場でのランナーケア 

・ホノルルマラソン当日のサポートランナー 

 

☆Ｈ２９年の活動については、上記を予定いたしております。 

また、今後の活動につきましては、随時いたします。 

 

 

 


